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欠所復旧できる

立
木
の
所
有
者
が
徴
収
義
務
者

の
で
、
木
材
引
取
税
に
つ
い
て
は
市
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ

へ
申
告
し
て
納
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
す
の
で
、
納
税
の
義
務

(
素
材
の

ま
せ
ん
。

引
取
)
が
発
生
し
た
場
合
は
、
直
ち

税
率
は
課
税
標
準
(
素
材
価
格
)
に
申
告
し
納
入
さ
れ
る
よ
う
お
願
い

の
百
分
の
こ
で
、
し
た
が
っ

て
立
木
し
ま
す
。

の
所
有
者
は
、
売
渡
し
た
者
か
ら
そ

申
告
用
紙
は
税
務
課
及
び
連
絡
所

の
税
金
に
相
当
す
る
金
額
を
前
取
り
に
あ
り
ま
す
。

し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

立
木
を
伐
採
し
た
場
合
に
、

素
材

の
引
取
者
と
立
木
の
所
有
者
を
引
取

者
と
み
な
し
て
、
木
材
引
取
税
が
課

せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
納
税
義
務
者
は
素
材
の
引
取

者
で
す
が
、
立
木
の
所
有
者
は
特
別

徴
収
義
務
者
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す

も
し
徴
収
義
務
者
(
立
木
の
所
有

者
)
が
こ
の
義
務
を
怠
っ
た
場
合

は
、
三
年
以
下
の
徴
役
ま
た
は
百
万

円
以
下
の
罰
金
若
し
く
は
科
料
、
あ

る
い
は
徴
役
及
び
罰
金
を
併
科
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

最
近
こ

の
納
入
申
告
が
お
ろ
そ
か

;;:;;;o.o...~ ・

道
路
や
宅
地
内
に
水
が
氾
ら
ん
し
、

下
流
の
人
が
迷
惑
を
蒙
り
ま
す
。

④
水
路
に
勝
手
に
蓋
を
し
て
材
料
置
場

に
使
用
し
な
い
こ
と
。

な
お
、
水
路
に
許
可
な
く
コ
ン
ク
リ

ー
ト
で
蓋
を
し
た
り
橋
を
か
け
た
り

し
て
は
い
け
な
い
こ
と
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。

@
水
路
に
屋
根
雪
が
落
ち
る
よ
う
な
構

造
の
建
物
は
、
冬
も
間
近
い
こ
と
で

す
か
ら
雪
止
め
の
措
置
を
施
さ
れ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

天
神
山
遺
跡
の

調
査
報
告
書
で
き
る

一
部
五
十
円
で
頒
布

天
神
山
の
遺
跡
は
、
縄
文
文
化
の
中

期
の
代
表
的
遺
物
を
出
土
す
る
こ
と
で

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
た
び
、

原
始
時
代
の
様
子
や
調
査
状
況
な
ど
か
}

紹
介
す
る
た
め
「
天
神
山
遺
跡
調
査
報

告
書
」
が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。

内
容
は
、
調
査
略
誌
、
発
掘
経
過
、

遺
跡
の
概
観
、
周
辺
の
遺
跡
、
遺
物
の

報
告
書
な
ど
が
あ
り
、
写
真
、
地
図
入

り
で
貴
重
な
研
究
資
料
と
い
え
ま
し
ょ

購
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
市
教
育
会

へ
申
込
ん
で
下
さ
い
。

寄

付

五
、
0
0
0円
金

屋

町

堀

与

(
亡
母
死
去
に
よ
る
香
志
)

三、

0
0
0円
青

島

鞠

山

(
亡
父
死
去
に
よ
る
香
志
)

て

0
0
0円
市

内

匿

一O
O
円出

山

下

幸

(
拾
得
金
)

い
ず
れ
も
社
会
福
祉
援
護
金
と
し
て
寄

付
が
あ
り
ま
し
た
。

{乍出を
Ja!: 名作
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国

民

年

金

の

裁

定

請

求

ー
社
会
福
祉
事
務
所
へ
手
続
を
早
く
|

につにもくさ あの
なて弱向、れ平るだ

lるはいく浅る坦こら
人な欠がいシ地とつ
はり点、晩ロかもき
、まが本植ガらーは
こせあ年(ネ山つ
のんりの大は聞のこ
際。、よ麦、山欠の
シかこう 0 ・い鑓点品
ロんのに附もにで種
ガば防か回 ι ますの
ネえ除ん等アで 。特
にををば)ι 普 性
見気怠えに強及 で

占ニ，三常は七 収に でえ上ロすき切
が毛ニ発遅号晩で好ギすのにガ。換を
あ作号地いの生す適ン 。被 米ネヨえつ
り跡はに晩ニで。でマ 害質に モらけ
ま回米も植種は 、サ がは類ヒれて
すに質ょやと、 大リ ほや似カる
。もよく多し農 麦は とやしリこ「
よくぷ肥ま林 の、 ん良、のとヨ
(い、不田す三 跡従 どく適特をモ
農 が収質及。ニ 由来 な、地性おヒ
業耐 量 もび山号 にの し、特もはすカ
指病性よい陰と も銀 のに一、すリ
芝性もにも十山 よ中 が m致大め」
巴Jに高農ち七陰 く地 特 んす 体 しに
)難く林病号十 多帯 長ばるシま置

市
場
性
と
多
収
性
を

広

来
年
の
作
付
品
種

稲
の
作
付
品
種
に
つ
い
て
は
多
収
を

め
ざ
す
こ
と
は
勿
論
で
す
が
、
そ
れ
以

上
に
今
後
は
市
場
性
を
考
え
て
品
種
を

選
ば
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

つ
ま
り
米
の
品
種
と
食
味
と
い
う
点

が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
き
ま
す
。

自
家
用
飯
米
に
つ
い
て
は
こ
こ
に
触
れ

な
い
で
、
供
出
米
い
わ
ゆ
る
販
売
す
る

も
の
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
し
ま

す
。先
ず
半
生
種
と
し
て
平
坦
部
に
お
い

て
は
豊
年
早
生
を
あ
げ
ま
す
。
こ

の
品

種
は
早
植
し
て
収
量
性
が
高
く
、
品
質

が
上
に
属
す
る
。
次
い
で
越
路
早
生
は

豊
年
早
生
に
似
て
お
り
ま
す
が
、
や
や

秋
落
型
土
壌
へ
向
く
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。
い
ず
れ
も
多
肥
栽
培
は
さ
け
て
極

力
安
全
栽
培
で
ゆ
く
こ
と
で
す
。

山
か
げ
や
日
か
げ
の
山
間
地
や
冷
水

冷
害
い
も
ち
の
地
帯
に
は
、
や
は
り
藤

坂
五
号
や
十
和
田
を
選
ば
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
。
こ
の
品
種
は
早
植
で
適
応
性
も

大
き
く
、
山
間
地
と
肥
沃
回
を
除
く
市

内
の
全
地
域
に
わ
た
っ
て
好
適
で
し
ょ

と
ノ
。
新
六
号
は
、
早
生
種
の
王
座
を
占
め

ま
す
が
、
長
稗
倒
伏
の
欠
点
を
補
う
た

め
に
、
多
肥
を
矯
め
る
な
ら
ば
不
動
の

)
・
も
の
と
認
め
ら
れ
ま
す
。

、
ー;
同万

一

次
に
中
生
の
部
で
す
が
、
黒
部
一
号

日
一

は
平
坦
地
の
全
域
に
入
り
、
シ
ン
マ
サ

円
引
一
リ
は
山
手
を
除
く
全
地
に
向
き
、

早
値

。

一
し
て
収
量
を
あ
げ
る
こ
と
も
可
能
で
、

一
葉
い
も
ち
に
弱
い
の
が
玉
に
傷
で
す
。

一
・
た
だ
本
年
の
よ
う
に
平
植
に
よ
る
出
穂

市津魚昭和34年 10月 1日発行

晩

生

種

に

農

林

三
二
口
す
な
ど

問題B調
日
あ
き
巣
に
注
意

自

転

車

に

カ
ギ
ハ

(Q) (Q) 力 まのか 瞥 りの入熱
だ内する :一:で私す防ら察こが老る陸
とカ 0す ;ぁ;また 。犯十との白人、す
わギ 番;き;もち 運月防よ立や しる
かを を(すjりの 動ニ犯うつ 、の こ
らj厳 置;の!ま家 」十組なて婦びろあはた
な重 く(予:し、 と日合犯ふ女込にき、 。笑
いに の;防jょ部 定まで罪え子み、 巣 る毎り
工し が しー う落 めではをてに、足、す年の
夫て 一 。、 警 の、防きっそ 音恩宅こ秋
を外 番 町戒間九ぐまけしをのをのを
しか 大 をにを月たすこてしつね季坦
てら 〈 共 あ 、十 め。むるのか
下る切 同た「五 に押すばれら節ま
さすで の り秋田、売番せでうにし

(Q) (Q) ~ (Q) (Q) (Q) 
: 一; 下夜おどで必~， 下 現れ下るカ:ï': : ら怪 い
;押:さはくこ もず白;さ金なさ前ギ ぷ
:売jい必とかカヵ j転:いやくいにの j.:すい
;り;。ずーにギギ j車j 。貴。 。もな iYiぐも
;のj 家層ペをを;盗; 童 特うい :Z:ーの
;予j の安ンか取 :の: 品 にーと:た ーが
;防; 中全キけ付 :予: は 土度こ完~ O う
へででるけ j防j 分 蔵戸ろ jEj番 ろ
入す名こち 散 や締は :…J かつ
れ 。前とよ し納り取 駐い
てをでっ て 屋を 付 在ず
お書すと おも確け所、」
休い。の いおめ、へ U

みて問 て忘て寝 。た

。

「
い
ら
な
い
」
と
，き
つ
ば
り
し
た
一

言
が
大
切
で
す
0

0
ち
ょ
っ
と
見
て
安
い
と
思
っ
て
も
粗

悪
品
が
多
い
か
ら
注
意

。
座
り
こ
ま
れ
た
ら
「
帰
っ
て
く
れ
」

と
い
っ
て
、

帰
ら
な
か
っ
た
ら
有
線

放
送
か
電
話
で
駐
在
所
か
一
一

O
香

へ
ど
う
ぞ
。

(
魚
津
瞥
察
署
)

「
人
間
っ
て
、
ど
う
し
て
こ
う
命
を
そ

ま
つ
に
す
る
ん
だ
ろ
う
」

結

検

核

住
民
結
核
検
診
を
次
の
日
程
で
行
い

ま
す
か
ら
、
会
社
員
、
公
務
員
、
乳
幼

児
を
除
く
市
民
全
員
が
必
ら
ず
受
け
、

健
康
な
体
で
幸
せ
な
生
活
を
お
く
り
ま

し
ょ
う
。

〔経
団
〕

十
月
十
五
日

(木
)
H
持

光

寺

(江

口
、
持
光
寺
、
立
石
)

〔加
積
〕

二
十
一
日
(
水
)

H
上
村
木
ク
ラ
プ

(
上
村
木
)

二
十
二
日
(
木
)

H
旧
加
積
出
張
所
(

六
郎
丸
、
吉
島
、
相
ノ
木
)

〔
魚
津
〕

二
十
九
日
(
木
)
H
新
金
屋
町

(新

金
屋

一
、
二
、
三
、
区
)

〔
下
野
方
〕

二
十
九
日
(
木
)
H
本
江
小
学
校
(
大

光
寺
、
沖
田
、
本
江
、
友
道
て
本

江
新
町
)

二
十
九
日
(
木
)
午
前
中
H
新
村
の
湯

(
石
垣
新
、
印
回
、
三
田
)

〔
上
中
島
〕

三
十
日
(
金
)
H
上
中
島
連
絡
所
(
吉

野
、
上
野
、
川
原
、
弥
源
寺
)

三
十
日
(
金
)
午
前
日
出
ク
ラ
プ
(
出
)

。
午
後
日
有
山
ク
ラ
プ
(
有
山
、

浅
生
、
下
椿
、
升
方
)

き夕、
日夕'

:> 
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亙注宅時
婦
人
会
な
ど
の
諸

会
合
に
・
.. 

北
電
の

。
普
及
奉
仕

係
。
の
ご
利
用
を

昔
は
「
電
気
」
は
電
気

屋
だ
け
の
知
識
で
よ

い
と

云
わ
れ
て

い
ま
し
た
。
し

か
し
、
今
で
は
、
あ
か
り
だ
け
で
な

く
、
ラ
ジ
オ

、
テ
レ
ビ

、
洗
濯
機
、
電

気
釜
と
沢
山
の
家
庭
に
使
わ
れ
て
電
気

の
知
識
は
ど
う
し
て
も
必
要
で
す
c

「電
気
」
は
家
庭
の
合
理
化
に
文
化
的

生
活
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
役
目
を
し

て
お
り
ま
す
。

ご
家
庭
で
も
、
何
か
と
電
気
一
般
の

知
識
は
も
ち
ろ
ん
電
気
料
金
の
ア
ン
ペ

ア
制
を
は
じ
め
、

電
気
器
具
の
上
手
な

選
び
方
や
、
使
い
方
を
研
究
さ
れ
て
お

ら
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
口

北
陸
電
力
グ
普
及
奉
仕
係
h
q

で
は、

安
全
に
便
利
に
電
気
を
使
っ
て
い
た
だ

く
た
め
に
、

婦
人
会
、
町
内
会
、
青
年

学
級
、
婦
人
学
級
等
の
会
合
に
出
席
し

て
皆
さ
ん
方
の
苦
情
、
ご
質
問
に
お
答

え
し
て
お
り
ま
す
か
ら
、
人
数
の
多
い

少
い
に
か
か
わ
ら
ず
、
お
気
軽
に
お
申

し
出
下
さ
い
。

ま
た
、
家
庭
電
化
婦
人
講
座
を
町
内

別
に
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

(
北
陸
電
力
)

国
を
家
族
を
明
る
く
築
く

郵
便
貯
金

郵
便
貯
金
は
、
家
庭
を
明
る
く
し
、

そ
の
上
、
学
校
を
建
て
、
道
路
を
な
お

し、

水
道
を
つ
く
り
、
住
宅
を
つ
く
っ

た
り
す
る
た
め
、
た
い
へ
ん
役
立
つ
ば

か
り
で
な
く
、
誰
に
も
知
ら
れ
る
心
配

も
な
く
、
税
金
も
か
か
ら
ず
、
し
ら
な

い
う
ち
に
財
産
を
ふ
や
し
て
お
り
ま
す

ま
た
全
国
ど
こ
の
郵
便
局
で
で
も
自

由
に
出
し
入
れ
で
き
る
の
は
郵
便
貯
金

で
す
。豊
か
な
明
る
い
く
ら
し
の
設
計
の
た

め
に
、
そ
し
て
市
を
国
を
よ
り
よ
く
す

る
た
め
に
郵
便
貯
金
の
ご
加
入
を
お
す

す
め
し
ま
す
。

-
く
ら
し
と
貯
蓄
に
計
画
を

-
ふ
や
そ
う
み
ん
な
の
郵
便
貯
金

-
幸
福
は
く
ら
し
の
知
恵
か
ら
貯
蓄
か

ら

(

魚

津

郵

便

局

)


